
  
 一年の世相を表す昨年度の漢字は金でした。 

長年の努力が実ってオリンピックや様々な大会で輝かしい金メダルを取得された皆様、絶大なる努力

と幸運が重なってすべての日本国民の希望を荷って金メダルを受賞されたノーベル賞の山中伸弥教

授、平成の世の経済再生の切望を表しているお金の金―様々な金を思い浮かべることができます。 

今年もそれぞれの金メダル取得に向けて頑張りましょう！みなさまにとって幸多い健やかな一年となり

ますようにお祈り申し上げております。 

                ２０１３年１月１日（有）ハウスデラッセ 

日本舞踊くらす 

１月１４日（祭）「東京充の会」東京国立能楽堂 午後１時開演（５時終演予定） 

          ご来場をお待ちしております。 

 ２月１１日（祭）「鯉矢会」大阪国立文楽劇場 別紙参照 

          チケット７０００円 多数のご来場お待ちしております。 

 ３月１７日（日）「充の会弥生の会」金剛能楽堂 １２時開演 

          幹事 西川充輝・坪井朋子・芦谷絵里子さん・松浦澄恵さんです。 

 ３月２０日（祭）「充の会説明会」ハウスデラッセ 午後２時― 

          １１月開催の会に参加を検討されている方はご参加下さい。 

１１月４日より長岡京市の教室に岩崎街子さん、大阪教室に田中政子さんが参加されています。よろ

しくお願いいたします。 

書 道 く ら す  

１月１１日（金）より始めさせていただきます。 

ヨ ガ く ら す  

１月７日（月）より始めさせていただきます。穴尾先生が出張の為１４日・２１日・２８日・２月４日は代講と

なります。 

茶 道 く ら す  

１月２０日（日）より始めさせていただきます。 

三味線くらす 

１月９日（水）より始めさせていただきます。 

 
 
 
         
      

    

１月 西川充乃さん・坪井朋子さん・秋山むつ江さん・木村登美子さん・西川充利さん   

     裏井晶子さん 

 ２月 渡辺玲子さん・大西恵子さん・西川充美夢さん・田丸保千代さん 

 ３月 西川八重志津さん・五十川順子さん・田中政子さん・仲野明さん・佐藤佳苗さん 

多賀恵理さん・西川真由奈さん  

 

 



 

東西名流舞踊鑑賞会 

ハウスデラッセ２０周年祝いー書道くらす 

いわやの里文化祭参加 

京都新聞文化センター発表会 

事始め 

 

 

 

充おっしょはんの昨日・今日・明日」より 

 
 

名流の先生方の中に、名を連ねさせていただくのはおこがましいのですが、そ

の空気を胸一杯に吸って成長の糧としたいと思っています。（10 月 12 日） 

 

 

 

去る１１月１６日に書道くらす終了後、「ハウスデラッセ２０周年を祝う会」が開

催されました。２１年間くらすが続いているのはこの書道くらすと日本舞踊くら

すだけです。くらすの皆さんの息もぴったりで、岩田竹雨先生をサポートしなが

ら楽しく書を学ばれています。作品展も定期的に開催され、地道な活動を続け

ておられます。ＰＣが盛んな今、墨をすって筆で字を書くことは素敵なことです

ね！ 

 

 
 

 11 月 26 日ー山科にあるいわやの里の文化祭に参加しました。  

毎日同じ暮らしが延々と続くホームでは、いつもと違う風が吹くことは大変な刺激になると聞い

たので、少しでもお役にたつのならと、お申し出を受けることにしました。 

充の会のメンバーにも芸達者な人が多く、率先して参加して下さる方がいらっしゃるので助かり

ます。 

好きでやっている踊りで誰かをお慰めできるのなら、これに勝る喜びはありません。お爺ちゃん

おぱあちゃんー又来ますよ！それまでお元気でね！  

 

 

 

12 月 2 日ーとても寒い朝でしたが、日中は寒さも和らぎほっ

としました。  

京都新聞文化センターのクラスが年々増え 200 以上もあると

かーその中から舞台発表可能なクラスが１、2 日と二日間に渡って発表しました。 

日本舞踊クラスとＮＯＳＳクラスは 2 日 11 時 50 分からの発表でした。ＮＯＳＳ2 とや

ぶのうぐいす、岸の柳、祇園小唄をご披露しました。その後は、熊魚庵で親睦会ー

Ｋさんがいつもお世話役を自ら引き受けて下さってとても助かっています。いつも

は、余りお話する時間がないので、貴重な時間です。ＯＢのＫさんも参加して下さり、

ご主人との馴れ初めのお話をＳさんがして下さり、大いに盛り上がりました。 

 

 

 
12 月 13 日は事始めでした。  

この日からお正月の準備を始めるということで、年末の挨拶をして、「来年もおきば

りやす!!」と新しいお扇子をお渡しします。 

子供の頃から、西川鯉先生のところでずっとやって来た習慣ですので、私は守り続

けています。ただ鏡餅を飾っていたのですが、皆さんから沢山いただいても困る 

のでこれは止めました。それよりも、一年を共に振り返りたいと思い、集まったお弟

子さん達と共に食卓を囲んで、日頃は親しく話す時間がないので、大いに盛 り上がるようにしています。今年はご主人の

看病の為にお休みしている充利さんが久々に顔を出してくれたので、笑いが絶えず、後で鏡を見るのが心配なくらい 楽し

い時を過ごしました。 
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